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ために, 明確な結果が得られなかったとし, 海ノ馴こ限局性発作を誘発することによって, その効果を明ら
かにしようとした｡
ネコを被験体として, その脳の諸部位に電極を植えこみ, 脳波記録を照合 しつつ限局性発作を誘発する
手続をとり, 学習訓練直後に与えられる電気刺激による発作発射の学習に及ぼす効果を検討 した｡
回避学習においては毎試行後 1分, 弁別学習においては訓練の最終試行後 1 分に, 海馬に発作を誘発せ




せ しめ, かつ他の部位 (網様体 ･皮質視覚野) の刺激では, 対照群との問に有意な差を見出さなかった｡




論 文 審 査 の 結 集 の 要 旨
記憶の固定にはある時間を必要とし, この時間内に電気的 ･化学的な障害が脳に与えられると習得が阻
害されることは, 記憶の二重構造を示唆するものとして多くの探索的実験が重ねられているが, この短期
記憶相に関与する領野ならびにそのメカニズムについては, 未だ結論をうるに至っていない｡
著者が周到な手続きによって, 遅延開始直後における海馬限局性発作が遅延反応の形成を妨げることを
確認したことは, 記憶固定- の辺縁系参与のメカニズムの解明に極めて重要な新知見をもたらしたものと
いうべきである｡
よって本論文は文学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
